
エコマネジメント長野 労働委員会事務局 環境方針 

労働委員会事務局は、「エコマネジメント長野 環境方針」、「長野県気候危機

突破方針」等を踏まえ、事務の効率化や、省資源・省エネルギーを徹底するなど、

事業活動に伴う環境負荷の低減に努めるとともに、職員一人一人が環境に配慮し

た行動を実践することで、持続可能な脱炭素社会の実現に向けて取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 事務局職員は、日常生活においても、マイバッグの持参、食べ残しの削減、ク

ールビズ・ウォームビズの徹底やエコドライブの実践など、環境に配慮した行動

を率先実行します。 

  

 

令和６年４月１日 

 

 

長野県労働委員会事務局長   風間 真二 

 

１  事務の効率化の推進 

（１） 資料の簡素化及び会議のペーパーレス化、電子供覧を一層推進します。 

（２） 不要となった書類や資料を廃棄するなど、事務室内の整理整頓を徹底します。 

（３） 超過勤務の縮減や計画的休暇取得の促進、時差勤務の活用などにより働きや

すい環境づくりを推進します。 

 

２  環境に配慮した事業の推進 

  （１） こまめな節電やコピーの削減等により、電力及び紙類の使用量を最小にします。 

  （２） 廃棄物の分別を徹底し、ごみの減量化に努めます。 

  （３） 公用車を使用する際は、急発進や急加速はせず、アイドリングも極力行わない

運転をします。 

  （４） 職員が通勤や出張をする際は、環境に負荷の少ない方法により行います。 

 


